
環境活動レポート
2024

（2024年 2月～2025年 1月）

株式会社フライトワン



経営理念
【基本理念】
当社は環境保護の取組を最重要課題と認識し、

資源循環型社会の実現に向け、廃棄物処理を
透明度の高い一つの産業として、ＲＰＦを核とし
たリサイクルの推進と、私たちがもっと豊かで安
全に暮らせる社会環境に貢献する為、「地球か
ら借りたものはやさしいカタチで返したい」を基本
理念とし産業廃棄物処理事業を通じて地球環境
のためにできることを実行して行きたいと思いま
す。

【考え方】
1.生成発展すること。

個人の損得でなく人（社会）に役立つことを考
え、生成発展すること。

2.経営の「見える化」。

創業時より人、物、金、日々の経営の中で最大
限生かす「ガラス張り経営」を実践。

3.人材育成。

人も会社も公器であるという考えで社員を大事
に育て、奉仕と貢献する存在であり続けること。

4.共存共栄。

委託先、お得意先、同業者、地域社会といった
関係先（ステークホルダー）と調和を保ちつつ共
存共栄していくことが大切。

5.真のサービス。

お客様に安心、安全、満足を提供し、選ばれる
フライトワンであり続けること。

すなわち、お客様に感謝し誠心誠意尽くし、お客
様に対するサービスを義務として、喜んで頂ける
真のサービスを提供する。
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１．事業活動の概要

(1)会社名及び代表者名 株式会社フライトワン
代表取締役 齋藤睦美

(2)環境保全関係の責任者 環境管理責任者 田中佳治

(3)所在地 栃木県足利市真砂町41番地
代表TEL 0284-40-3090

(4)事業活動 産業廃棄物の収集運搬ならびに
リサイクル及び中間処理

(5)事業の規模 法人設立年月日：平成12年2月17日
資本金：1,000万円

2024年度2023年度2022年度単位活動規模活

動

規

模

の

推

移

311,626300,677305,245㎥処理量

5,1754,7244,551百万円売上高

137137128人従業員

10,72210,72210,722㎡床面積

株式会社フライトワン － １ －



２．当社許可内容

(1)産業廃棄物収集運搬業及び処分業の許可内容

(2)積替・保管施設

（1）設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40-1 他
（2）面 積： 4,955.73㎡
（3）設置年月日： 平成13（2001）年11月16日
（4）保管能力 ：

〔積替保管を含む〕

1m高さ19.2㎥容量19.2㎡面積廃プラスチック類

1m高さ19.2㎥容量19.2㎡面積ゴムくず

1m高さ19.2㎥容量19.2㎡面積金属くず

1m高さ19.2㎥容量19.2㎡面積ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず

1m高さ19.2㎥容量19.2㎡面積がれき類

1.5m高さ22.5㎥容量15.㎡面積燃え殻

1.5m高さ22.5㎥容量15.㎡面積汚泥

1.2m

0.9m

高さ

高さ

8.1㎥

3㎥

容量

容量

6.84㎡

5.4㎡

面積

面積

鉱さい

汚泥、廃プラスチック類、金属
くず、ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず
（いずれも水銀使用製品産業廃
棄物に限る）

株式会社フライトワン － ２ －
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都道府・県・市 許可番号 許可年月日 許可期限

栃木県 00910068641 R6.04.12 R13.04.11 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

群馬県 01000068641 R6.05.11 R13.05.10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

埼玉県 01104068641 R7.04.11 R12.04.10 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

茨城県 00801068641 R7.04.26 R12.04.25 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東京都 第13-00-068641 R3.12.25 R8.12.24 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

神奈川県 01403068641 R4.04.21 R9.01.09 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

千葉県 01200068641 R4.01.16 R9.01.15 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宮城県 00400068641 R3.06.15 R8.06.14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

福島県 00707068641 R3.03.15 R8.03.14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

山形県 00609068641 R3.05.26 R8.05.25 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

長野県 2009068641 R3.06.06 R8.06.05 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

岩手県 00300068641 R6.05.20 R11.05.19 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

新潟県 01509068641 R6.06.25 R11.06.24 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

栃木県 00920068641 R3.01.15 R10.01.14

破砕 ● ● ● ● ● ● ● ●

焼却 ● ● ●

圧縮梱包 ● ● ● ●

混合 ● ● ● ● ●

圧縮固化 ● ● ● ●

選別 ● ● ● ● ● ● ● ●

（収集運搬業）

太田市 35 R7.06.01 R9.05.31 ●

足利市
足利市指令生ｸ

第170号
R6.03.01 R8.02.28 ●

（処分業） （破砕、焼却、圧縮固化）

足利市
足利市指令生ｸ

第171号
R6.03.17 R8.03.16 ● ● ● ● ●
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(3)保有車両

２０２5年１月末日現在の保有車両は以下の通りです。

台数車種台数車種

１７台４ｔコンテナ車８台大型アームロール車

１４台３ｔユニック車1台大型ダンプ車

１１台２ｔコンテナ車1台大型ユニック車

１０台営業用車両（ハイブリッド車）2台大型ウイング車

1台軽トラック1台4ｔウイング車

1台軽バン1台4ｔパッカー車

(4)産業廃棄物処分業／処理能力

1.事業の範囲

事業の区分 （中間処理）

2.事業の用に供するすべての施設
［Ｆ２工場］

（1）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成12（2000）年3月14日
③許可年月日： 平成13（2001）年11月13日 許可番号：24
④処理能力 ：

（２）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 令和6（2024）年1月10日
③許可年月日： 平成19（2007）年10月25日 許可番号：18-1
④処理能力 ：

株式会社フライトワン － ３ －

取り扱う産業廃棄物の種類処理方式

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器く
ず、がれき類

破砕

紙くず、木くず、繊維くず焼却

廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、ゴムくず圧縮梱包

燃え殻、汚泥、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、鉱さい、ばいじん混合

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器く
ず、がれき類

選別

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず圧縮固化

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

13.44㎥107.52㎥ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

13.44㎥107.52㎥がれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

6.85ｔ68.5ｔ廃プラスチック類



（３）破砕施設

①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成26（2014）年1月28日
③許可年月日： 平成25（2013）年7月3日 許可番号：219-1
④処理能力 ：

④許可年月日：平成25（2013）年7月3日

（４）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成22（2010）年5月24日
③許可年月日： 平成25（2013）年7月3日 許可番号：219-1
④処理能力 ：

（５）焼却施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日
③処理能力 ：

株式会社フライトワン － ４ －

6.85ｔ68.5ｔ紙くず

12.57ｔ125.7ｔ木くず

6.47ｔ64.7ｔ繊維くず

6ｔ60ｔゴムくず

4.28ｔ42.8ｔ金属くず

25.14ｔ251.4ｔｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

16.18ｔ161.8ｔがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

7.29t72.9t廃プラスチック類

9.98t99.8t紙くず

10.51t105.1t木くず

4.74t47.4t繊維くず

10.35t103.5tゴムくず

8.1t81t金属くず

12.15t121.5tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

12.97t129.7tがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

5.18t51.8t廃プラスチック類

6.86t68.6t紙くず

7.77t77.7t木くず

3.47t34.7t繊維くず

7.69t76.9tゴムくず

6.84t68.4t金属くず

12.11t121.1tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

10.95t109.5tがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

0.15t1.5t紙くず

0.15t1.5t木くず

0.15t1.5t繊維くず



（６）圧縮梱包施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日
③処理能力 ：

（７）混合施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日
③処理能力 ：

（８）圧縮固化施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成18（2006）年2月23日
③処理能力 ：

（９）圧縮固化施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成29（2017）年1月24日
③処理能力 ：

（１０）選別施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成22（2010）年3月11日
③処理能力 ：

株式会社フライトワン － ５ －

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

23.3t279.6ｔ廃プラスチック類

16.8t201.6t紙くず

18.6t223.2t繊維くず

46.6t559.2tゴムくず

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

4.2㎥33.6㎥燃え殻

4.2㎥33.6㎥汚泥

4.2㎥33.6㎥ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

4.2㎥33.6㎥鉱さい

4.2㎥33.6㎥ばいじん

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

3ｔ30ｔ廃プラスチック類

3ｔ30ｔ紙くず

3ｔ30ｔ木くず

3ｔ30ｔ繊維くず

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

3ｔ30ｔ廃プラスチック類

3ｔ30ｔ紙くず

3ｔ30ｔ木くず

3ｔ30ｔ繊維くず



（１１）保管施設（破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

（１２）保管施設（焼却処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

（１３）保管施設（混合処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

（１４）保管施設（圧縮梱包処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

株式会社フライトワン － ６ －

高さ容量面積種類

1.2ｍ226.8㎥191.52㎡
廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[4ｔコンテナ28台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡紙くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡木くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず[4ｔコンテナ1台]

高さ容量面積種類

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡紙くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡木くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡繊維くず[4ｔコンテナ1台]

高さ容量面積種類

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡燃え殻[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ24.3㎥20.52㎡汚泥[4ｔコンテナ3台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡鉱さい[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡ばいじん[4ｔコンテナ1台]

高さ容量面積種類

1.2ｍ56.7㎥47.88㎡廃プラスチック類[4ｔコンテナ7台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡紙くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡繊維くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡ゴムくず[4ｔコンテナ1台]

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

30㎥360㎥廃プラスチック類

30㎥360㎥紙くず

30㎥360㎥木くず

30㎥360㎥繊維くず

30㎥360㎥ゴムくず

30㎥360㎥金属くず

30㎥360㎥ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

30㎥360㎥がれき類



（１５）保管施設（破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成17（2005）年5月20日

（１６）保管施設（破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成25（2013）年9月30日

（１７）保管施設（処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 令和2（2020）年5月15日

（１８）保管施設（破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

（１９）保管施設（焼却処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

（２０）保管施設（混合処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成13（2001）年11月16日

株式会社フライトワン － ７ －

高さ容量面積種類

1.2ｍ810㎥684㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[4ｔコンテナ100台]

1.8ｍ172.8㎥108.56㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[10ｔコンテナ8台]

高さ容量面積種類

3.3ｍ1，263.9㎥398.7㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類 [梱包物149個] 【破砕前（選別後も含む。）】

1.2ｍ121.5㎥102.6㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類 [4tコンテナ15台] 【選別前】

高さ容量面積種類

4ｍ352.37㎥136.5㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡紙くず[4ｔコンテナ1台]

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡木くず[4ｔコンテナ1台]

高さ容量面積種類

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡燃え殻[4ｔコンテナ1台]

高さ容量面積種類

1.5ｍ31.5㎥21㎡燃え殻、汚泥、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、鉱さい、ばいじん

高さ容量面積種類

2.5ｍ151.5㎥130㎡廃プラスチック類

1.2ｍ16.2㎥13.68㎡繊維くず[4ｔコンテナ2台]
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（２１）保管施設（破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成17（2005）年5月20日

（２２）保管施設（破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成25（2013）年9月30日

（２３）保管施設（圧縮梱包処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 平成29（2017）年10月17日

（２４）保管施設（圧縮梱包処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 令和元（2019）年5月２２日

（２５）保管施設（選別処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町40番1 他
②設置年月日： 令和2（2020）年5月15日

高さ容量面積種類

1.6ｍ21.6㎥13.57㎡廃プラスチック類[10ｔコンテナ1台]

1.2ｍ64.8㎥54.72㎡廃プラスチック類[4ｔコンテナ8台]

1.2ｍ48.6㎥41.04㎡ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず[4ｔコンテナ6台]

1.2ｍ16.2㎥13.68㎡繊維くず[4ｔコンテナ2台]

高さ容量面積種類

3.3ｍ536.8㎥300.76㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[梱包物488個]

高さ容量面積種類

4.4ｍ198㎥45㎡廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、ゴムくず[梱包物180個]

高さ容量面積種類

4.4ｍ154㎥35㎡廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、ゴムくず[梱包物140個]

高さ容量面積種類

1.2ｍ8.1㎥6.84㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類[4tコンテナ1台]

1.2ｍ24.3㎥20.52㎡ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず[4ｔコンテナ3台]

1.2ｍ32.4㎥27.36㎡がれき類[4ｔコンテナ4台]

1.54ｍ52.11㎥38.59㎡金属くず

3.3ｍ536.8㎥300.76㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず[梱包物488個]
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［Ｆ３工場］
（１）破砕施設

①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 令和5（2023）年5月8日
③許可年月日： 平成23（2011）年2月4日 許可番号：219-2
④処理能力 ：

（２）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日
③許可年月日： 平成23（2011）年2月4日 許可番号：219-2
④処理能力 ：

（３）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日
③許可年月日： 平成23（2011）年2月4日 許可番号：219-2
④処理能力 ：

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

6.85t164.4t廃プラスチック類

6.85t164.4t紙くず

12.57t301.68t木くず

6.47t155.28t繊維くず

6t144tゴムくず

4.28t102.72t金属くず

25.14t603.36tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

16.18t388.32tがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

5.48t131.52t廃プラスチック類

6.83t163.92t紙くず

7.75t186t木くず

6.59t158.16t繊維くず

7.69t184.56tゴムくず

5.97t143.28t金属くず

10.28t246.72tがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

4.24t101.76t廃プラスチック類

5.66t135.84t紙くず

6.37t152.88t木くず

2.83t67.92t繊維くず

6.37t152.88tゴムくず

5.66t135.84t金属くず

8.49t203.76tがれき類



（４）圧縮固化施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日
③処理能力 ：

（５）圧縮固化施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日
③処理能力 ：

（6）保管施設（破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日

（７）保管施設（破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日

（８）保管施設（圧縮固化処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町44番 他
②設置年月日： 平成20（2008）年1月31日

株式会社フライトワン － １０ －

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

3t72t廃プラスチック類

3t72t紙くず

3t72t木くず

3t72t繊維くず

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

3t72t廃プラスチック類

3t72t紙くず

3t72t木くず

3t72t繊維くず

高さ容量面積種類

6ｍ1，908.64㎥416.47㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず

1.2ｍ299.7㎥253.08㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[4ｔコンテナ37台]

1.2ｍ64.8㎥54.72㎡木くず[4ｔコンテナ8台]

1.2ｍ48.6㎥41.04㎡繊維くず[4ｔコンテナ6台]

1.2ｍ48.6㎥41.04㎡紙くず[4ｔコンテナ6台]

高さ容量面積種類

1.8ｍ48.8㎥27.14㎡廃プラスチック類[10ｔコンテナ2台]

1.8ｍ48.8㎥27.14㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[10ｔコンテナ2台]

高さ容量面積種類

3ｍ174.66㎥75㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず
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［Ｆ４工場］
（１）選別施設

①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和2（2020）年12月25日
③処理能力 ：

（２）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和6（2024）年11月29日
③許可年月日： 令和6（2024）年2月22日 許可番号：317-2
④処理能力 ：

（３）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和7（2025）年1月28日
③許可年月日： 令和6（2024）年2月22日 許可番号：317-2
④処理能力 ：

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

70㎥1,680㎥廃プラスチック類

70㎥1,680㎥紙くず

70㎥1,680㎥木くず

70㎥1,680㎥繊維くず

70㎥1,680㎥ゴムくず

70㎥1,680㎥金属くず

70㎥1,680㎥ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

70㎥1,680㎥がれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

6.85t164.4ｔ廃プラスチック類

6.85t164.4ｔ紙くず

12.57t301.68ｔ木くず

6.47t155.28t繊維くず

6t144tゴムくず

4.28t102.72t金属くず

25.14t603.36tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

16.18t388.32tがれき類

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

28.8t691.2t廃プラスチック類

24.68t592.32t紙くず

45.25t1,086t木くず

9.87t236.88t繊維くず

42.78t1,026.72tゴムくず

92.97t2,231.28t金属くず

82.28t1,974.72tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

121.77t2,922.48tがれき類



（４）破砕施設
①設置場所 ： 栃木県足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和7（2025）年1月28日
③許可年月日： 令和6（2024）年2月22日 許可番号：317-2
④処理能力 ：

（５）保管施設（選別・破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和2（2020）年12月25日

（６）保管施設（選別・破砕処理前）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和6（2024）年11月29日

（７）保管施設（選別処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和2（2020）年12月25日

備考/時/日取り扱う産業廃棄物

7.81t187.44t廃プラスチック類

6.7t160.8t紙くず

12.28t294.72t木くず

2.68t64.32t繊維くず

11.61t278.64tゴムくず

25.22t605.28t金属くず

22.32t535.68tｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

33.03t792.72tがれき類

高さ容量面積種類

1.2ｍ97.2㎥82.08㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器くず、がれき類[4tコンテナ12台]

高さ容量面積種類

3ｍ103.5㎥41.4㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器くず、がれき類

高さ容量面積種類

1.2ｍ8.1㎥6.8㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類[4ｔコンテナ1台]

1.8ｍ30.2㎥19.5㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類

2.95ｍ44.5㎥19.5㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類

1.99ｍ32.9㎥19.5㎡金属くず

2.95ｍ44.5㎥19.5㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず

2.95ｍ44.5㎥19.5㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず

2.95ｍ56.3㎥24.7㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず

2.95ｍ53.4㎥23.4㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類

2.95ｍ44.5㎥19.5㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類

2.95ｍ53.4㎥23.4㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず
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（８）保管施設（選別処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和3（2021）年5月20日

（９）保管施設（選別・破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和６（2024）年11月29日

（１０）保管施設（選別・破砕処理後）
①設置場所 ： 足利市真砂町５１番 他
②設置年月日： 令和7（2025）年1月28日

高さ容量面積種類

3ｍ157.5㎥63㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器くず、がれき類

2.95ｍ56.3㎥24.7㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類

2.95ｍ56.3㎥24.7㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類

1.7ｍ36.5㎥24.7㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄく
ず及び陶磁器くず、がれき類

高さ容量面積種類

3ｍ135㎥54㎡金属くず

高さ容量面積種類

3ｍ276㎥107㎡廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄ
くず及び陶磁器くず、がれき類

1.2ｍ113.4㎥95.76㎡廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれ
き類[4ｔコンテナ14台]

3.一般廃棄物収集運搬業及び処理業の許可内容

（1）足利市
①一般廃棄物収集運搬業

足利市指令生ク第170号

足利市真砂町41番地住 所

株式会社フライトワン 代表取締役 齋藤睦美氏 名

令和6（2024）年 3月 1日許 可 の 年 月 日

令和8（2026）年 2月28日許 可 の 有 効 期 限

可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみの収集運搬事 業 の 範 囲

許可の条件
1 一般廃棄物（ごみ）の処理を業として行うことのできる区域は、足利市の行政区域内とする。
2 収集後の一般廃棄物（ごみ）は、南部クリーンセンターに運搬すること。なお、運搬する過程での積換えをしな

いこと。
3 南部クリーンセンターに搬入の際は、一般廃棄物処理業務報告書を所長に提出すること。
4 一般廃棄物（ごみ）は、可燃ごみ、不燃ごみに分別し、所長の指示により搬入すること。
5 収集運搬に供する許可車両は、別紙のとおりとする。
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②一般廃棄物処理業

足利市指令生ク第171号

栃木県足利市真砂町41番地住 所

株式会社フライトワン 代表取締役 齋藤睦美氏 名

令和6（2024）年 3月17日許 可 の 年 月 日

令和8（2026）年 3月16日許 可 の 有 効 期 限

一般廃棄物（可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ）の処分業事 業 の 範 囲

許可の条件
1 一般廃棄物（ごみ）の処理を業として行うことのできる施設は申請された破砕施設、焼却施設、圧縮固化施

設に限る。
2 破砕施設において取り扱う一般廃棄物（ごみ）は「廃プラスチック類・がれき類・木くず」に限る。
3 焼却施設において取り扱う一般廃棄物（ごみ）は「木くず・紙くず・繊維くず（1.5ｔ/日以下）に限る。（1時間当

たりの処理能力が200kg未満及び火格子面積が2平方メートル未満）
4 圧縮固化施設において取り扱う一般廃棄物（ごみ）は「廃プラスチック類・木くず」に限る。

（2）太田市
①一般廃棄物収集運搬業

35許 可 番 号

株式会社フライトワン氏 名 又 は 名 称

栃木県足利市真砂町41番地 代表取締役 齋藤睦美住 所 及 び 代 表 者 氏 名

栃木県足利市真砂町41番地営 業 所 の 所 在 地

ごみ一 般 廃 棄 物 の 種 別

更新新 規 又 は 更 新 の 区 分

令和7年6月1日から令和9年5月31日まで許 可 の 有 効 期 間

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律並びに太田市廃棄物の
処理及び清掃に関する条例及び同施行規則を遵守すること。
・業の区分については収集、運搬（積替え及び保管を除く）に限
る。

許 可 の 条 件

収集運搬に供する許可車両

初年度登録車体の形状最大積載量登録番号

平成21年 2月普通特種 塵芥車2.00ｔとちぎ 830 さ 53

平成27年 6月普通貨物 脱着装置付コンテナ専用車2.00ｔとちぎ 430 ち 205

令和 3年 9月小型貨物 脱着装置付コンテナ専用車2.00ｔとちぎ 430 せ 209

令和 3年 9月小型貨物 脱着装置付コンテナ専用車2.00ｔとちぎ 430 と 210

令和 5年 4月普通貨物 脱着装置付コンテナ専用車3.65ｔとちぎ 130 た 503



３
.
処

理
工

程
図

株
式

会
社
フ
ラ
イ
ト
ワ
ン

－
１
５

－

ＲＰＦ製造工程フローと管理項目
※赤字は管理項目又は確認項目

（１）Ｆ２工場ライン 搬入物の処理判断

ステージ排出、又は金属、汚泥、解体品、石膏ボードの各ヤード行き

自社引取分

一時保管

契約外品、危険物⇒返却
大型ＲＰＦ材料の選別

土砂分の除去 金属除去 ベルコン
業者持込　
　自社持

搬入受付
台貫重量

測定
ステージ
排出

１次選別　
展開検査

２次選別　
振動ﾌﾙｲ

２次選別　
風力

２次選別　
磁力

２次選別　
手選別

１次　　　　　
破砕機

２次　　　　　
　破砕機

Ａ

排出元、持込業者 重量 　　　　　ふるいサイズ 　　バキューム圧 稼働時間 稼働時間

危険物・処理

規定外品

　　　　　振動回数 金属　　　
ヤード

終了受付
台貫重量

測定
コンテナ　

清掃
Ｍ＆Ｊ　　　
破砕機

伝票発行

精算 重量 　　　破砕サイズ マニフェスト伝票
金属　　　
ヤード

金属　　　　
　ﾘｻｲｸﾙ
有価物で売却

ＲＰＦ

Ａ
供給タンク
定量供給機

押出　　　
成形機

冷却槽
ＲＰＦ製品

保管
出荷　　　
積込み

台貫重量
測定

固形燃料　
　　で売却

供給速度 ヒーター温度 冷却水位 重量 出荷伝票発行
インバータスピード

サンプ　　　
リング

　　　　　１カゴ当たり３ケ（上中下）、採取時刻、サンプリング台帳
結果報告

確認
保管３年

全塩素分、高位発熱量 検査日報記録
結果報告

確認
保管３年

全塩素分、高位発熱量、水分、灰分 報告書

不合格品の扱い
不合格品

確保
Ｆ１規定　

内品
　　ＲＰＦ再作成へ（割飛ばし率１０％以下）

Ｆ１規定　
外品

伝票発行

マニフェスト伝票

（２）Ｆ３工場ライン 搬入物の処理判断

ステージ排出、又はＲＰＦ材料不適品
契約外品、危険物⇒返却

金属除去
業者持込　
自社持込

搬入受付
台貫重量

測定
ステージ
排出

選別・　　
展開検査

１次　　　　　
破砕機

２次　　　　　
破砕機

磁力選別
供給タンク
定量供給機

押出成形
機２台

冷却槽 　　　　　Ｂ

排出元、持込業者 重量 稼働時間 稼働時間 供給速度 ヒーター温度 冷却水位

危険物・処理

規定外品

フラフ　　　
コンテナ

サンプ　　　
リング

終了受付
台貫重量

測定
コンテナ　

清掃
金属　　　
ヤード

金属　　　　
　ﾘｻｲｸﾙ

重量 有価物で売却

Ｂ 製品保管
出荷　　　　
積込み

台貫重量
測定

固形燃料　
　　で売却

品質検査
（上記へ）

重量 出荷伝票発行

管理ＮＯ．

Ｆ３管理日報；　　　　　
塩素濃度、出荷先

発行年月日 ＦＯＫ200-01Ｆ１

インバータスピード　
稼働時間
装置油脂管理

焼却灰をセメント材料
に再利用

１５分置き１ケ　　　　　　
採取時間　　　　　　　

サンプリング台帳精算
マニフェスト伝票

Ｆ２-２工場混合ピット
投入

管理型　　
埋立て
ヤード

逆追跡；排出事業者と
原因材料の特定

工場連絡；ＲＰＦ外で処理へ

営業連絡；処理方法の確認

廃棄物種、容量　　　　
マニフェスト伝票

Ｆ３管理日報；　　　　
排出事業者名、搬入
時間、車種、廃棄物
種、容量、重量

回転ｽﾋﾟｰﾄﾞ　　　　　　　
　メッシュサイズ

回転ｽﾋﾟｰﾄﾞ　　　　　　　
　メッシュサイズ

成型日報；　成型日　
カゴＮＯ．　成形時間

稼働時間　　　　　　　　
装置油脂管理

品質検査

①蛍光Ｘ線分析測定
の実施

②認定外部測定機関
へ送付（抜取）

Ｆ２-３工場２次破砕　
割飛ばし投入

廃棄物種、容量　　　　
マニフェスト伝票

Ｆ２工場搬入日報；　　　
搬入者、廃棄物種、
量、コンテナＮＯ．等

回転ｽﾋﾟｰﾄﾞ　　　　　　　
　メッシュサイズ

回転ｽﾋﾟｰﾄﾞ　　　　　　　
　メッシュサイズ

安定型　　
埋立て
ヤード

マニフェスト伝票

確認

確認



危険物 →返却

粗大再生物 →リサイクル 軽量　２D　130～500㎜

選別困難物 →F2工場破砕

🔹搬入物の処理判断

磁性物

業者持込 →F2工場　破砕

自社収運

重量　３D　130～500㎜ １本直列の同一コンベヤ

500㎜以下

磁性物

バックアップヤード

バックアップヤード

記号 名称
A 500mmフィンガースクリーン

B バリスティックセパレーター
C 130mmフィンガースクリーン
D ダブルデッキスクリーン
E ZCU風力選別機 0～130㎜
F エアーバイブ風力選別機 50～130㎜
G 光学式選別機
H ロボット選別機

磁性物

0～50㎜

8㎜以下

焼却

手選別

手選別

混合廃棄物

焼却

再生利用ダスト

焼却

管理型埋立

焼却

管理型埋立軽量物

安定型

RPF原料管理型埋立軽量物

焼却

異物

磁力選別
手選別

異物

手選別 安定型

RPF原料

混合物 安定型

再生
混合物

再生利用

ダスト

RPF原料

異物

カーゴフロワ

搬入受付 台貫重量

測定
粗選別 500㎜以上

粗大物
異物

終了受付 台貫重量
測定

コンテナ
清掃

磁力選別

（３）F4工場ライン

磁力選別 再生

RPF原料

スクリーン選別

（選別機 A）

スクリーン選別

（選別機 B）
スクリーン選別

（選別機 C）

篩選別

（選別機 D）
風力選別

（選別機 F）

風力選別

（選別機 E）

光学式選別

（選別機 G）

ロボット選別

（選別機 H）

確認
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処理量(㎥)処分方法等廃棄物等種類処理方法等

68,490廃プラスチック類収集運搬

9,002ガラス陶磁器くず

9,350石膏ボード

2,211がれき類

1,466金属くず

21,144木くず

1,308繊維くず

20,926紙くず

488汚泥

812燃えがら

0廃油

657ばいじん

31鉱さい

1動植物性残渣

673安定型混合廃棄物

3,531管理型混合廃棄物
140,090収集運搬量合計

192,587圧縮梱包・圧縮固化・破砕廃プラスチック類中間処理

14,943混合・破砕ガラス陶磁器くず

13,352混合・破砕石膏ボード

6,251破砕がれき類

2,258破砕金属くず

27,861圧縮固化・破砕木くず

23,345圧縮固化・破砕繊維くず

25,814圧縮固化・破砕紙くず

542混合汚泥

2,137混合燃えがら

2,006混合ばいじん

530混合鉱さい

164,210破砕 熱回収（ＲＰＦ）廃プラスチック類
う
ち
再
資
源
化
等

27,422破砕 熱回収（ＲＰＦ）木くず

23,342破砕 熱回収（ＲＰＦ）繊維くず

25,804破砕 熱回収（ＲＰＦ）紙くず

8,559破砕ガラス陶磁器くず

3,806破砕石膏ボード

1,931破砕がれき類

2,212有価金属くず

145固形化鉱さい

257,431再資源化等量小計

311,626中間処理合計

19,429(安定型最終処分場【委託】)廃プラスチック類

最
終
処
分

中間処理後の

産業廃棄物 269(管理型最終処分場【委託】)廃プラスチック類

7,138(安定型最終処分場【委託】)ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

533(管理型最終処分場【委託】)ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

3,450(管理型最終処分場【委託】)石膏ボード

3,004(安定型最終処分場【委託】)がれき類

105(管理型最終処分場【委託】)がれき類

32(安定型最終処分場【委託】)金属くず

1(管理型最終処分場【委託】)金属くず

262(管理型最終処分場【委託】)木くず

2(管理型最終処分場【委託】)繊維くず

5(管理型最終処分場【委託】)紙くず

1,805(管理型最終処分場【委託】)ばいじん

316(管理型最終処分場【委託】)鉱さい

488(管理型最終処分場【委託】)汚泥

1,923(管理型最終処分場【委託】)燃えがら

73,656(再生利用【売却】)ＲＰＦ

再
資
源
化
等

2,441(再生利用【熱回収】)廃プラスチック類

1,658(再生利用【売却】)金属くず

798再生利用紙くず

3,074再生利用ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

4,739再生利用石膏ボード

1,189再生利用がれき類

1,096チップ化木くず

125再生利用繊維くず

145再生利用鉱さい

88,921再資源化等量小計

127,683中間処理後処分量合計

４．2024年度処理の状況（2024年2月から2025年1月までの集計）

株式会社フライトワン － １７ －



1．環境方針の実現のため環境目的、目標を定めて推進します。
2．環境関連法規制並びに関連する環境配慮事項を遵守します。
3．環境に関する教育や啓発活動に努めます。
4．環境に関する情報開示に努めます。

この環境方針は全社員に周知すると共に一般に公開します。

2006年2月1日
株式会社フライトワン

フライトワンは、産業廃棄物処理と再資源化で、地球環境との共生を果たし、
持続的発展が可能な快適で健康な社会の実現に貢献します。

理
念

私たちフライトワンは、次世代をつなぐ豊かで安心安全に暮らせる生活環境と
リサイクル（「地球から借りたものはやさしいカタチで返したい」）で、

新しい役立ちを追究します。
産業廃棄物処理事業に於いて、環境への負荷を減少させつつ、

リサイクル率を高める活動に取り組みます。
その為、環境マネジメントシステム・EA21の改善を図りながら、

持続的発展が可能な社会の実現に向けて全社員が行動します。

行
動
指
針

５．環境方針

株式会社フライトワン － １８ －



６． EA21推進体制とその役割

株式会社フライトワン － １９ －

※当社は、全ての事業活動、全ての組織を認証登録対象範囲としています。



７． 2024年度の取り組み報告

1）環境への負荷チェック・とりまとめ

2024年2023年2022年
単
位

4,776,7504,923,2245,029,049Kg-
CO2

二酸化炭素①温室効果ガス排出量

140,091138,798143,870㎥収集運搬量②受託した産業廃棄物
の処理量

311,626300,677305,245㎥中間処理量

257,431248,853254,480㎥（うち再資源化等量）

000㎥最終処分量

127,683119,837119,971㎥中間処理後の産廃の処分量

88,92284,25885,457㎥（うち再資源化等量）

14.913.811.5㎥単純焼却一
般
廃
棄
物

③廃棄物排出量及び
廃棄物最終処分量

000㎥最終処分量

127,683119,837119,971㎥中間処理後の処分量産
業
廃
棄
物

88,92284,25885,457㎥うち再資源化等量

38,76135,57934,514㎥最終処分量

000㎥公共用水域④－1 総排水量

5,5455,6955,742㎥下水道

6,9266,7427,790㎥上水④－2 水使用量

000㎥工業用水

16,20216,41116,351㎥地下水

277269270kgエチルベンゼン、キシレン他⑤化学物質使用量

64,104,69467,782,68668,956,015MJ購入電力（新エネルギーを除く）⑥エネルギー使用量

28,152,72527,744,65628,586,582MJ化石燃料

000MJ新エネルギー

000MJその他

54,19551,71050,765㎥資源投入量⑦物質使用量

257,431248,967254,480㎥循環資源投入量

000ｔ利用された物質量⑧サイト内で循環的利用を
行っている物質量等

000㎥水の利用量

株式会社フライトワン － ２０ －



2）環境目標と達成状況

評 価
達 成：○

未達成：×

達成率

％
実 績

2024年度

目 標

2023年度

実 績
測定項目環 境 目 標

〇106.4％135,655
kg-CO2

144,940
kg-CO2

146,425
kg-CO2

RPF生産量
1,000ｔ当たりの
二酸化炭素

排出量

二酸化炭素排出量
の削減

2023年度比
1％削減

〇107.8％190.8㎥207㎥194㎥
RPF生産量

1,000ｔ当たり

上水使用量

上水使用量削減
2022年度比

2％削減

×90.7％14.91㎥13.64㎥13.78㎥
自社廃棄物

発生量
総量（㎥/年）

自社廃棄物発生量
の削減

2023年度比
1％削減

〇123.9％12.4％16.3％以下11.8％全受入量に対する
最終処分率（％）

産業廃棄物
全受入量に対する
最終処分率の削減

16.3％以下

×93.6％276.75kg260kg以下269kg年間総使用量

化学物質使用量
使用量を減少する

年間使用量
260ｋｇ以下

〇105.2％36,837ｔ35,000ｔ35,111ｔ年間生産量

RPF生産量の推進
年間生産量35,000ｔ
日産平均/125.4ｔ

〇102.1％198社
（394人）

200社
（380人）

189社
（420人）

年間来場社

来場者数

工場見学者の
受入推進
年/200社、380人

※取り組みについて
・環境目標は数値化して評価しました。
・二酸化炭素及び上水使用量の削減は、RPF生産量1,000ｔ当たりで目標値を設定しています。

株式会社フライトワン － ２１ －



3）推進項目別に見た達成状況

2024年度2023年度環 境 目 標

削減及び推進項目
達成率実 績目標値実 績

104.5%

6,521,332※注1
2023年生産量
比 1％削減

6,826,5376,895,492購入電力量
kwh

電力使用量

削減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

2,876,0313,011,5283,041,947CO2排出量
Kg-CO2

101.5%

22,686

※注1
2023年生産量
比 1％削減

23,02423,257ｶﾞｿﾘﾝ使用量
ℓ

社有車の

経済的運転

52,63253,41653,956CO2排出量
Kg-CO2

98.3%

496,000487,575492,500軽油使用量
ℓ

1,279,6801,257,9441,270,650CO2排出量
Kg-CO2

73.7%

1,500

※注1

20223生産量比
1％削減

1,1881,200ｶﾞｿﾘﾝ使用量
ℓ

重機・
フォークリフトの

経済的運転

3,4802,7562,784CO2排出量
Kg-CO2

97.1%

217,410211,311213,445軽油使用量
ℓ

560,918545,181550,688CO2排出量
Kg-CO2

103.2%
573※注1

2023年生産量
比 1％削減

592598ガス使用量
kgＬＰガス

使用量の削減

1,4381,4531,468CO2排出量
Kg-CO2

112.6%6,926
※注2
2022年生産量
比 2％削減

7,6346,742㎥
上水使用量の削
減

総
排
水
量

の
削
減

123.9%12.4全受入量に対
する割合

16.311.8最終処分率

％
最終処分の削減

廃
棄
物
排
出
量

の
削
減

90.7%14.912023年度比
1％削減

13.6413.78廃棄物排出量

㎥
自社廃棄物の削
減

93.6%276.75260269kg化学物質使用量
化
学
物

質
使
用

量
の
削

減

105.2%36,83735,00035,111年間生産量

ｔ

RPF固形燃料の生

産増

R
P
F

生
産
量

の
推
進

102.1%
198200189見学社数

工場見学社（者）の受入推進
394380420見学者数

※注1、※注2 RPF 2022年度生産量比に対する削減の推進で排出量及び使用量を目標にしています。
※電力使用量削減：CO2排出量は2019年8月公表の算定係数（0.441kg-CO2/kwh）で計算してあります。

株式会社フライトワン － ２２ －



4）環境活動計画の取り組み結果と評価

■環境目標「二酸化炭素排出量削減」
電力使用量を低減し、二酸化炭素排出量を削減する。

□実施事項
①破砕機、ＲＰＦ成形機の定期点検を行い、効率的な運転をする。
②破砕機への過剰投入、空運転を防止する。
③未使用時の消灯を管理する。（電灯、ＰＣディスプレイ等）
④エアコンの温度管理を行い、適正に運用する。（冬季２２℃以下 夏季２８℃以上）
⑤工場の照明を無電極ランプへと変更しました。

□取り組み結果と評価
設備管理部による計画的な定期点検の実施、破砕機への有効投入についてオペレーター
教育の実施等で大きな成果が出ています。
今後も工場、管理部門一体となって削減に向けて取り組んでいきます。

電力使用量 目標・実績対比

目標値 6,826,537kwh

CO2排出量 3,011,528kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 86,044g-CO2

実績値 6,521,332kwh

CO2排出量 2,876,031kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 78,075kg-CO2

達成率（RPF 1,000ｔ当り） 110.2％ kg-CO2 RPF生産量1,000ｔ当り排出量

電力使用量

株式会社フライトワン － ２３ －

バーノ破砕機 ＲＰＦ成型機



■環境目標「二酸化炭素排出量削減」

社有車の経済的運転及び、年数の経過している運送車両を燃費の改善された新車両
に入れ替えて、二酸化炭素排出量を削減する。

□実施事項
①アイドリングストップを徹底する。
②急発進・急加速・急停止を禁止する。
③車両点検整備を徹底する。
④給油量の管理を行う。
⑤セーフティレコーダ管理を行い省エネ運転を進める。
⑥タイヤ空気圧を適正に保持する。
⑦脱着式装置付きコンテナ車（２t車）１台、（４t車）１台、積載型トラッククレーン車（3ｔユニック

車）３台を平成２７年度燃費基準５％向上達成車に投資して入替えました。
⑧全ての車両にドライブレコーダーを装着して、事故やヒヤリハットをドライバー全員で確認して
事故撲滅を目指しています。

□取り組み結果と評価
①ガソリンは営業用車両が主体となって使用しておりますが、今期売上目標の達成に向けて営業範囲
の拡大を積極的に行ったことで走行距離も伸びました。

②軽油は収集・運搬車両が主体となって使用しておりますが、営業活動の成果でお客様エリアが拡大さ
れ、長距離走行も頻繁となりました。今後も効率的な配車指示と経済的な運転に心掛け使用量を削減
していきます。

化石燃料 目標・実績対比（ガソリン・軽油）

目標値 510,599ℓ

CO2排出量 1,311,360kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 37,467kg-CO2

実績値 518,686ℓ

CO2排出量 1,332,312kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 36,168kg-CO2

達成率 （RPF 1,000ｔ当り） 103.5％

デジタル配車表で管理 平成２７年度燃費基準５％向上達成車

kg-CO2 RPF生産量1,000ｔ当り排出量

化石燃料使用量

株式会社フライトワン － ２４ －



■環境目標「二酸化炭素排出量削減」

重機、フォークリフト、ローダーの省エネ運転の徹底と、年数の経過した重機４台とロー
ダー２台を新車に入れ替えにより二酸化炭素排出量を削減する。

□実施事項
トヨタＬ＆Ｆの情報に基づき、下記の省エネ運転を徹底する。
①加速・速度を控えて運転する。
②ペダル踏みっぱなし運転をやめる。
③停車時はエンジン停止をする。
④ムダな空ふかしは止める。
⑤作業前にタイヤの空気圧をきちんとチェックする。
⑥定期的にエアクリーナのエレメントを清掃または交換する。

□取り組み結果と評価

工場の運転手全員に上記の６ポイントの省エネ運転を徹底してもらい、１０％以上の燃費節約
＝ＣＯ２削減が出来たと思います。この省エネ運転モードは安全運転や排気ガス対策にもなり、
今後もさらに継続していきたいと思います。

kg-CO2 RPF生産量1,000ｔ当り排出量

化石燃料 目標・実績対比（ガソリン・軽油）

目標値 212,499ℓ

CO2排出量 547,937kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 15,655kg-CO2

実績値 218,910ℓ

CO2排出量 564,398kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 15,321kg-CO2

達成率（RPF 1,000ｔ当り） 102.1％

化石燃料使用量

株式会社フライトワン － ２５ －

■環境目標「二酸化炭素排出量削減」
ＬＰガス給湯器の有効利用により二酸化炭素排出量を削減する。

□実施事項
温水蛇口の開閉をこまめに行い不要な燃焼をなくす。

□取り組み結果と評価

ＬＰガスの使用は社員食堂と現場作業者の手洗い及び洗顔用が主体となっております。不要
なガス給湯器の燃焼をなくすために、水道水の使用時は蛇口をこまめに開閉しよう、水道水の温
度設定は出来る限り低く抑えよう、活動を継続して行っております。手洗い場に、「節水ヨシ！」
「温度設定ヨシ！」のステッカーを貼り削減に取り組んでいます。



■環境目標 「総排水量削減」
上水使用量を削減する。

□実施事項
①水道の蛇口をこまめに開閉し節水に努める。
②水道管の漏水調査を定期的に実施する。
③防塵装置はホコリの発生状況を見定めて運転をする。
④構内清掃をこまめに行い、散水回数を少なくする。
⑤洗車はスピーディーに効率よく行う。
⑥雨水を有効利用する。
⑦エコソープ消臭システム及びＲＰＦ冷却槽の管理を徹底する。

ＬＰガス使用量 目標・実績対比
目標値 592kg

CO2排出量 1,453kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 42kg-CO2

実績値 573kg

CO2排出量 1,438kg-CO2

（RPF 1,000ｔ当り） 39kg-CO2

達成率（RPF 1,000ｔ当り） 107.1％
kg-CO2 RPF生産量1,000ｔ当り排出量

ＬＰガス使用量

株式会社フライトワン － ２６ －

上水使用量 目標・実績対比
目標値 7,634㎥

（RPF 1,000ｔ当り） 218㎥

実績値 6,926㎥

（RPF 1,000ｔ当り） 188㎥

達成率（RPF 1,000ｔ当り） 113.8％

kg-CO2 RPF生産量1,000ｔ当り排出量

上水使用量

□取り組み結果と評価

上水の使用はＲＰＦ（固形燃料）の消臭剤の噴霧及び発火防止対策として冷却槽での使用が主と
なっています。２０１２年よりエコソープ消臭システムを導入しましたが、今期も更なる作業環境の向
上と、工場周辺への異臭対策として消臭設備を稼働しました。ＲＰＦを製造した時に出る水蒸気を冷
やす取り組みを始めましたが、井水を使用するようになり、上水の使用量は大幅に削減することが出
来ました。

【消臭対策 ２０１２年増設】
エコソープ消臭システム

異臭対策：ＲＰＦ品質管理部員が１日３回近隣を巡回し、異臭調査と消臭効果の確認を実施しております。



■環境目標 「自社廃棄物発生量削減」
自社廃棄物の排出量を削減する。

□実施事項
①ミスコピーの把握及び裏紙をメモ用紙として活用する。
②プロジェクター使用によるペーパーレス化を進める。
③資源ごみの分別を徹底する。

□取り組み結果と評価
事務所及び社員食堂から排出される紙類、現場作業で消耗した手袋、防塵マスク、安全靴等の

削減について取り組んできました。
①事務所では排出される紙類を毎日計量記録し、活動の評価を行っています。また飲料水のペッ

トボトル、空缶、空瓶については自動販売機設置業者が回収しておりますが、担当者が分別
を確認し活動の評価を行いました。

②現場作業では安全衛生の強化により安全保護具の貸与基準を緩和しております。またユニ
フォームについては「きれいな作業服を着用しよう」運動で、貸与基準を緩和したことで廃棄が
増えました。（安全保護具、ユニフォームは貸与＝自社廃棄物として評価しております）

株式会社フライトワン － ２７ －

自社廃棄物発生量 目標・実績対比

目標値 13.64㎥／年

実績値 14.91㎥／年

達成率 90.7％

自社廃棄物排出量

■環境目標 「産業廃棄物最終処分の削減」
リサイクル率を上げ、最終処分率を削減する。

□実施事項
①１次、２次選別ステージで分別を徹底する。
②最終処分産業廃棄物は破砕、圧縮等して減量する。
③ＲＰＦ（固形燃料）の増産を進める。

□取り組み結果と評価

お客様に安心、安全、コンプライアンスの満足提供は当然のこと、企業、事業所から排出される
産業廃棄物を徹底分別し、可燃物についてはＲＰＦ（固形燃料）としてリサイクル化を推進し、再資源
化による循環型社会への形成に貢献することが出来たと思います。今後もリサイクル推進会社とし
て、資源の有効活用を進めていきます。

産業廃棄物発生量 実績

廃棄物処理量 311,626㎥（100％）

リサイクル量 199,209㎥（63.9％）
ＲＰＦ生産量 73,656㎥（23.7％）
最終処分量(安定型) 29,602㎥（ 9.5％）
最終処分量(管理型) 9,159㎥（ 2.9％）
達成率 123.9％

最終処分量比率



株式会社フライトワン － ２８ －

■環境目標 「工場見学社・者の受入推進」
営業活動において、新規顧客・同業他社問わず広く見学社・者の受入を推進する。

□実施事項
①工場見学社・者の受入を推進する。
②紹介キャンペーンを推進する。
③訪問件数：ワンモア作戦を推進する。
④新規口座開設（開発）を推進する。

□取り組み結果と評価

工場見学者の受入推進については、１０月に３３名の工場見学もあり、目標達成出来ました。
新工場の選別ラインを見られる方も増えています。

工場見学社・者 目標・実績

目標値
工場見学社 ２００社
工場見学者 ３８０人

実績値
工場見学社 １９８社
工場見学者 ３９４人

見学者「人数」

■環境目標 「化学物質使用量の削減」
コンテナ及び設備増強による使用量の増加を削減する。

□実施事項
①フタル酸系塗料を水性塗料に変更してＶＯＣの発生を抑制する。
②水性系の接着剤の導入を進めＶＯＣの抑制を図る。

□取り組み結果と評価

塗料の使用は廃棄物収集・運搬コンテナの修理用としての使用が主体となっております。今期も
積極的な営業活動の成果でお客様が増えましたので、コンテナを増台すると同時に、少しでも綺麗な
コンテナをお客様現場に届けることを会社方針として修理を進めたことで使用量が増えました。

フタル酸系の塗料に関しては見積もりを取り、徐々に無鉛化の塗料に変更し始めました。今後も環境
負荷の低減に努めていきます。



株式会社フライトワン － ２９ －

化学物質使用量 目標・実績対比

目標値 260.0kg／年

実績値 276.75kg／年

達成率 93.6％

化学物質使用量

当社では３，２００台弱のコンテナを保有していますが、その殆どはお客様の現場に設置しております。
しかし、長期間使用しますと金属の劣化と塗装剝れが生じ、耐久性が落ち、廃棄物が破損場所から漏れ
落ちる危険性があります。このためコンテナのメンテナンスは重要な工程となっております。

コンテナ台数

１，６００台１．５㎥

７００台４㎥

８５０台８㎥

１３台２０㎥

２３台２５㎥

１台３０㎥

７台３６㎥
塗装・錆落し作業 コンテナ再塗装後

■環境目標 「ＲＰＦ生産量の推進」

□実施事項
ＲＰＦ（Refuse Paper ＆ Plastic Fuel） 生産量の推進 日量１２５．４ｔ 年間３５，０００ｔ

□取り組み結果と評価

今期のＲＰＦの生産量は、当社のＲＰＦに対する考え方や取り組む姿勢、徹底した品質管理によりユー
ザーからの信用がリサイクルを望むお客様に信頼され、ＲＰＦの原料となる廃棄物の搬入量が大幅に増加、
それに対応するべく生産時間も延長したことで増産することが出来ました。

当社が、ＲＰＦを生産することによって、一般炭との比較では削減量３６，８３７ｔ、ＣＯ２削減量は２４，５５８
ｔとなります。 平成１８年３月経済産業省、環境省令第３号「算定方法、排出係数一覧」より算出

ＲＰＦ生産量 目標・実績対比

目標値 ３５，０００ｔ/年

実績値 ３６，８３７ｔ/年

達成率 １０５．２％

ＲＰＦ生産量

蛍光エックス線 分析計



８．今後の具体的な取り組み

2）2025年度環境活動計画
推進部署管理及び実施事項

フロントサービス部

①車両、重機、フォークの始業点検の励行

二酸化炭素
排出量の削減

（化石燃料）

②アイドリングストップの励行
③急停止、急発進の禁止

④給油量の管理

⑤セーフティーレコーダー管理による省エネ
⑥タイヤ空気圧チェック、溝測定による省エネ

設備管理部・製造部
⑦破砕機、成形機の始業点検の励行

二酸化炭素
排出量の削減（電力量）

⑧工場電力不要時の負荷遮断

管理部⑨エアコンの温度設定管理（冬22℃、夏28℃）

管理部⑩事務所内の照明等の節電

製造部⑪防塵装置の不要運転の禁止

上水使用量の削減 製造部⑫構内清掃による散水量の減少

フロントサービス部⑬スピーディーな車両洗車

全員活動⑭分別の徹底
自社廃棄物の削減

管理部⑮不要コピーの削減

製造部
⑯分別によるリサイクルの推進

埋立・焼却率の削減
⑰破砕機の有効稼働

設備管理部⑱コンテナの破損防止化学物質使用量の削減
製造部⑲ＲＰＦ生産量の推進 日/127.7ｔＲＰＦ生産量の推進

営業部⑳見学社・者数の受入推進 月/18社・33人工場見学社（者）数の受入推進

1）中期環境目標

2025年度目標2024年度目標2023年度目標中 期 目 標

対2023年度比
2％削減

削減量 2,920ｋｇ-CO2

対2023年度比
1％削減

削減量 1,460ｋｇ-CO2

対2022年度比
1％削減

削減量 1,420ｋｇ-CO2

1.二酸化炭素排出量を2025年までに2023
年ＲＰＦ生産量1,000ｔあたりの排出量比
2％削減する 146,400→143,480ｋｇ-CO2

対2022年度比
3％削減

削減量 76.0㎥

対2022年度比
2％削減

削減量 51.0㎥

対2022年度比
1％削減

削減量 25.0㎥

2.上水使用量を2025年までに2022年ＲＰＦ
生産量1,000ｔあたりの使用量比3％削減す
る

2,540㎥ → 2,464㎥
対2024年度比

1％削減
削減量 0.15㎥／年

対2023年度比
1％削減

削減量 0.14㎥／年

対2022年度比
1％削減

削減量 0.12㎥／年

3.自社廃棄物発生量を2025年までに対
2024年比1％削減する

14.91㎥ → 14.76㎥
産業廃棄物の全受入
量に対し最終処分率
16.1％以下とする。

産業廃棄物の全受入
量に対し最終処分率
16.3％以下とする。

産業廃棄物の全受入
量に対し最終処分率
16.5％以下とする。

4.産業廃棄物最終処分率を2025年
までに全受入量の16.1％以下とする

2022年度 16.6％ → 16.1％

年間使用量
276.75kg以下

年間使用量
260kg以下

年間使用量
260kg以下

5.化学物質使用量
設備増強による使用量の増加を抑制する
2024年度 276.75kg → 276.75kg以下

年間生産量
35,500ｔ

年間生産量
35,000ｔ

年間生産量
34,770ｔ

6.ＲＰＦ生産量の推進 2025年までに年間
生産量を

2023年度 35,111ｔ→35,500ｔにする

210社 390人
月／18社 33人

200社 380人
月／17社 32人

190社 370人
月／16社 31人

7.工場見学社・者の受入推進
2025年までに 年間／210社、390人以上

見学社・者を受入れる

株式会社フライトワン － ３０ －

■当社の事業年度は２月から翌年の１月までです。



９．環境関連法規制の違反、訴訟等の有無

1）当社に適用される主な法規制の遵守事項

遵守状況確認日内容関連法・規制

遵守3/4資源の再利用等を促進するための法律循環型社会形成推進基本法

遵守3/4一定規模の工場を設置する場合の周囲環境維持のための法律工場立地法

既施設の届出完了、遵守3/4大気汚染に関わる法律大気汚染防止法

遵守3/4河川・湖沼・海域等の水質汚濁に関わる法律水質汚濁防止法

遵守3/4有害物質による土壌汚染に関わる法律土壌汚染防止法

年1回測定・4/3 実施3/4騒音による周囲環境への影響防止に関する法律騒音規制法

年1回測定・4/3 実施3/4振動による周囲環境への影響防止に関する法律振動規制法

遵守3/4二酸化炭素排出抑制、地球温暖化対策に関わる法律地球温暖化対策の推進に関する法律

各届出完了、遵守3/4廃棄物処理の適正化推進のための法律
廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

遵守3/4火災発生防止のための法律消防法

届出完了、遵守3/4危険物に関する政令

遵守3/4悪臭の拡散による周囲環境への影響に対する法律悪臭防止法

遵守3/4特定家電製品のリサイクル促進に関する法律家電リサイクル法

届出完了、遵守3/4栃木県により定められた、環境関連法の上乗せ基準等栃木県生活環境の保全に関する条例

遵守3/4水質汚濁に関わる法律下水道法

ダイオキシン特措法が該当、
遵守

3/4環境負荷の低減、環境保全の基本の法律環境基本法

届出完了、遵守3/4ダイオキシン類の排出基準、規制等に関する法律ダイオキシン類特別措置法

遵守3/4大都市を対策地域として定めた大気汚染の法律自動車NOｘ・PM法

届出完了、遵守3/4安全運転管理の責任の明確化と事故防止に関する法律（安全運転管
理者制度）

道路交通法

届出完了、遵守3/4自動車の安全確保を図る法律（整備管理者）道路運送車両法

届出完了、遵守3/4労働者の安全と健康を守る法律労働安全衛生法

遵守3/4資源の有効な利用と廃棄物の適正処理を図る法律建設リサイクル法

遵守3/4組織的に公害の防止に取組む法律公害防止組織法

届出完了、遵守3/4特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促進に関
する法律

ＰＲＴＲ法

遵守3/4資源の有効な利用の促進に関する法律資源有効利用促進法

遵守3/4エネルギーの使用の合理化に関する法律省エネ法

遵守3/4環境負荷の低減に資する物品・役務（環境物品等）の調達を推進する
法律

グリーン購入法

遵守3/4フロン類の製造から廃棄までライフスタイル全般に対して包括的な対策
を実施する法律

フロン排出抑制法

遵守3/4水銀による環境に汚染を防止するための法律
水銀による環境の汚染の防止に関せ
する法律（水銀汚染防止法）

■法規制遵守についての評価
法規制について、適正に守られていました。

株式会社フライトワン － ３１ －



2）監視及び測定項目

監視測定結果 （ ）は規制値実施日監視・測定項目環境保全項目

排出ガス0.98ng-TEQ/㎥N
（10ng-TEQ/㎥N）

ばいじん0.026 ng-TEQ/g
（3ng-TEQ/g）

2/3
（測定日）

ダイオキシン測定大気汚染防止法

測定値
69,63,64,69,64,57,59,62,67,60,62,60

（昼間 75ｄB）

4/3境界線騒音測定騒音防止法

測定値
54,51,48,49,54,48,45,49,41,39,46,47

（昼間 70ｄB）

4/3境界線振動測定振動防止法

期限内提出遵守6/19提出・処理実績報告
・管理票交付状況報告

廃棄物処理法

年４回報告遵守3/7、6/26、
9/2、12/2

積替保管維持管理報告書施設維持管理

期限内提出遵守6/14エネルギー使用状況届出省エネ法

■監視及び測定についての評価

監視及び測定項目について、決められた時期に、届出は期限内にすることができました。
結果についても、規制を遵守できていました。

3）違反、訴訟などについて

1 ）の法規制遵守事項に基づき確認しておりますが、創立以来過去２５年間、違反について
関係機関から特に指摘は無く、また訴訟もありません。

株式会社フライトワン － ３２ －



１０．代表者の見直しと評価

（2025.2.21 代表取締役 齋藤睦美）

株式会社フライトワン － ３３ －

全体の運用状況等の情報の概要

結果等情報の項目

・どの項目も環境負荷低減目標達成に向けての取り組み、実績は評価でき
る。

環境負荷及び取組チェック

・前回以降、特に関係する法の制定、改廃はない。詳細は「環境関連法規
制等の確認一覧表」による。

・監視・測定結果について特に問題はない。詳細は「遵守監視測定項目」
による。

・廃掃法及びＰＲＴＲ法等で要求されている報告書類は要求期日内に提
出済。そのほか、遵守状況をチェックし適法で有ることを確認した。詳
細は「環境関連法令等届出一覧」による。

環境関連法規の改定情報
環境負荷の監視・測定の結果
遵守状況のチェック結果

・外部からの苦情・要望は特になかった。詳細は「環境コミュニケーショ
ン記録」による。

外部からの苦情・要望とその
処置結果

・実施状況は良く、問題はない。詳細は「環境教育訓練計画」報告による。環境教育・訓練の状況

・5/20及び12/19に火災訓練と合わせて実施。また、交通事故対応訓練を
初めて行い特に問題はない。詳細はそれぞれの訓練報告書による。

環境上の緊急時対応訓練

・実施状況は、予定した計画に対し、未達成項目があった。
・詳細は「2024年度環境活動計画記録表」による。
・全員活動実施状況は良く、問題はない。

環境目標達成及び活動結果
① 環境目標達成状況
② 全員活動実施結果

・１件の是正・改善を行った。詳細は「是正処置及び予防処置票」による。問題点の是正・予防の結果

・特に改訂した文書類はない。詳細は「文書・記録一覧表」による。環境管理文書

・特に指摘事項もなく、問題はない。内部環境監査

・毎月実施しているボランティア外部清掃活動は、初めて２４年目に入る。
今後も継続する。

その他（新規プロジェクト等
含む）

代表者の見直しの結果

・目標を掲げて全員で努力してきたが、未達成項目が２件あった。

・努力していることが報われるような目標及び目標値になるように考える
こと。

全体についての評価
今後のための指示事項

変更の必要はない。環境方針

２件の未達成があり、変更することが必要。環境目標

当社にとってできる計画項目であり、計画の変更の必要はない。環境活動計画

現状の体制で問題なく、変更の必要はなし。実施体制

現状の組織で運営することで、変更の必要はない。環境経営システム



１１. フライトワンの環境関連活動

結 果内 容実施月

環境管理委員会メンバーにより、電力の効率・節約利用、
設備機器の適正管理、上水の節約利用、エコドライブにつ
いてチェックを行いました。

２０２３年度の活動についての報告と、２０２４年度の活動内
容について事務局より説明しました。

省エネルギー月間

ＥＡ２１・2023年度評価報告
ＥＡ２１・2024年度活動計画

２ 月

安全衛生協議会メンバーでパトロールを行い、整理・清掃・
整頓をポイントに、きめ細かなチェックを行いました。

５Ｓ推進月間３ 月

定期健康診断（受診率100％）を実施しました。
（４月１３日）

健康管理月間４ 月

マンネリ化を打破するため、強調月間として活動しました。

消防設備専門業者の指導のもと、新入社員を中心に、水消
火器による消火器使用訓練及び油流出事故訓練を実施し
ました。（５月２０日）

ひとくふう提案月間
防災訓練

５ 月

環境月間の取組説明。

交通事故ゼロ宣言、交通安全標語の募集、運転記録証明
書を活用し社員の意識を高めました。

安全の小冊子配布、安全週間ポスターと、のぼり旗を掲示
し、安全週間ポスターの募集を行いました。

環境月間
交通事故防止月間
全国安全週間準備月間

６ 月

安全衛生協議会メンバーによる職場パトロールの実施と安
全週間ポスターの表彰を行いました。

全国安全週間７ 月

熱中症対策として、アイス帽、アイスノン、クールガード、ス
ポーツ飲料、塩飴、アイスクリーム、牛乳等を用意し、熱中
症予防を行いました。

熱中症予防月間８ 月

健康の小冊子配布、労働衛生週間ポスター及びのぼり旗を
掲示しました。

全国労働衛生週間準備月間９ 月

安全衛生協議会メンバーで職場パトロールを行い、作業環
境改善に取り組みました。

全国労働衛生週間１０ 月

足利市中央消防署の指導のもと、実際の火災を想定した初
期消火、避難、通報訓練を行いました。（１２月１９日）

秋の火災予防月間１１ 月

年末年始無災害運動のぼり旗、及び無災害実践ガイドを掲
示し、事故ゼロ、怪我ゼロ、危険ゼロを朝礼で唱和しました。

各職場責任者推薦による２０２４年度の優秀者表彰を行い
ました。

年末年始無災害運動月間１２ 月

無災害延労働時間５００，０００時間達成に向けて全社員よ
り「安全の誓い」が宣言されました。

会社が発展・成長するため、個人挑戦目標「プロフェッショ
ナリズム宣言」が提出されました。

年末年始無災害運動月間

2025年度行動目標宣言月間

１ 月

株式会社フライトワン － ３４ －



1）全社員教育・訓練

毎年５月は防災訓練の月として、消防設備業者の指導をいただき、新入社員を中心に
消火器トレーニングを実施しております。

（1）教育・訓練（1）教育・訓練

消火訓練

株式会社フライトワン － ３５ －

優秀安全運転事業所表彰 プラチナ賞受賞

優秀安全運転事業所表彰とは、安全運転の普及促進や事故防止への貢献を目的とし
て、交通安全対策や運転マナーに優れた実績を示した事業所を対象に、交通事故の発
生率、安全教育の実施状況、社員の安全運転意識向上に向けた取り組みなど複数の項
目を評価し表彰する制度です。

特に「プラチナ賞」は、交通事故の発生が少なく、
運転者の違反も少なく、安全教育が計画的かつ継
続的に実施され、３年連続の受賞などの厳しい基準
をクリアした事業所のみが受賞できる大変名誉な賞
です。

今後も、日々の業務において社員一人一人が安全
運転に取組み、安全・安心なサービスを提供すると
ともに安全意識の向上と、地域社会における交通安
全へ貢献してまいります。



秋の全国火災予防運動 「１１月９日～１１月１５日」

当社は、消防設備点検業者の指導で消火器取扱い訓練を毎年５月に実施していま
す。また平成１７年からは足利市中央消防署の指導で「初期消火・避難・通報」訓
練も行っております。

火災訓練

株式会社フライトワン － ３６ －

通報

消火栓放水！

避難！

消火器訓練 消防指令長より総評

令和６年度スローガン「守りたい 未来があるから 火の用心」

火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、毎年１１９番の日である１１月９日から毎年実
施されております。

点呼！



２）特定教育（環境関連技術資格）

2024年度
取得人数

人 数資 格 名 称

06破砕処理施設技術管理者

454車両系建設機械講習

394フォークリフト講習

233小型移動式クレーン講習

020ホイストクレーン講習

352玉掛技能講習

05乙種第4類危険物取扱者

05丙種危険物取扱者

020ガス溶接技能講習

017アーク溶接特別教育講習

04粉じん作業特別教育

07研削砥石特別講習

021高所作業車運転技能講習

013防火管理者講習

02整備管理者講習

02安全運転管理者（正）

03安全運転管理者（副）

03運行管理者講習

2024年度
取得人数

人 数資 格 名 称

06衛生管理者（第一種）

04安全管理者講習

03安全衛生推進者講習

024職長教育講習

06有機溶剤作業主任者

05普通救命講習（1級・2級）

02危険予知訓練講習

02石綿使用建築物等解体等
特別教育

01放射性物質汚染廃棄物の
処理に関する講習

01大気四種公害防止管理者

04エネルギー管理員

01環境社会検定（ｅｃｏ検定）

01第一種電気工事士

03第二種電気工事士

01一級ボイラー技士

02二級ボイラー技士

01機械保全２級

２）特定教育（産業廃棄物の許可申請及び実務に関する講習）

当社では、産業廃棄物の専門家の育成という目的から、社員に対しても産業廃棄物（業）の許可
申請に関する講習の受講を実施しています。

実施者：（財）日本産業廃棄物処理振興センター

株式会社フライトワン － ３７ －

２０２４年度修了者人 数資格名称

５６７産業廃棄物収集・運搬課程

０１７産業廃棄物処分課程

０４産業廃棄物処理委託契約実務講習

０２産業廃棄物車両運転実務講習

０１一般廃棄物収集・運搬処分業者課程



当社では、２０２４年度も環境関連企業として環境に関連する様々な活動を実施してきました。
特に「環境コミュニケーション」での活動は、環境関連企業としての外部への訴求と内部におけるモチ
ベーションアップの為に、社員からの提案も取り入れながら実施しています。
特にボランティア清掃については、設立当初より実施している当社の伝統行事となっています。

■取り組みの結果と評価：毎月第一土曜日に
ボランティア清掃を行っております。今年度は、
忙しかったこともあり、参加人数・ゴミ回収量共
に低調でした。今後は、参加人数を増やし、足
利市をきれいな街になるように、努力していき
ます。

ボランティア清掃

２０２４年度ボランティア清掃実施地域

自社～Ｒ293～富士見公園８月自社～Ｒ293～富士見公園２月

自社～Ｒ293～富士見公園９月自社～Ｒ293～富士見公園３月

自社～Ｒ293～富士見公園１０月自社～Ｒ293～富士見公園４月

自社～Ｒ293～富士見公園１１月自社～Ｒ293～富士見公園５月

自社～Ｒ293～富士見公園１２月自社～Ｒ293～富士見公園６月

自社～Ｒ293～富士見公園2025/１月自社～Ｒ293～富士見公園７月

２０２４年度延参加人数 ６８名 ゴミ回収量 ６８ｋｇ

（2）環境コミュニケーション（2）環境コミュニケーション

株式会社フライトワン － ３８ －

改善提案／表彰制度

■取り組みの結果と評価：２０２４年度は、提案件数が５０件と前年と比較すると大幅に減少しました。
内容を分析すると、 安全向上が２１件、生産性向上が８件と工場内での提案が大半を占めておりま
す。今後は、実施率を９０％以上に、全社員からの提案提出を目指していきます。

改善提案の推移 永年勤続表彰
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特集

２月

フライトワンは、地球にやさしい廃棄物処理と再資源化で、快適で健康な社会づくりに貢献し
たいと考えております。また、この環境活動レポートを環境に関する情報の提供だけではなく、
当社との取引先、地域の方々とのコミュニケーションツールとして考えております。これからも
廃棄物問題に貢献できる企業を目指し、皆様のお役に立てるよう活動していきます。

編
集
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記

廃棄物なら
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工場見学
随時受付中

株式会社フライトワン － ３９ －
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毎月第一土曜日は、全社員参加の全体会議が開催される。この中で経営者より
「元気に働けるのは家族の手助けがあるからです。家族に感謝し、楽しいひと時に使
用して下さい。」と、その月に誕生日を迎える人に誕生日お祝い金が支給されます。
給与所得として、しっかり課税されます。
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